
Keyword

博物館は、全国に6,000館近くあるものの、国民は年間1.1
回しか利用しないという。
本研究では、これまでの「博物館だけを見に行く」から、「博
物館も見に行く」という発想の展開を図る場がないか、調査し
た。
そして、博物館が「道の駅」と一体となることで、単独型から

地域協働型へと変化させ、「あれも、これもある」「あれも、こ
れもできる」というように、利用者の多様なニーズを満足させ、
「道の駅にある博物館」を起点にした、運営者が地域を知ら
せる場を作り、生産者が地域を学び、地域を活かした食材を
提供し、利用者が買う、食べることを通じながら、地域を学び
とるという新たな博物館像を見出した。

全国の道の駅の博物館を探してみよう！
産地の食材を使った郷土料理は
あるのかな？

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

①博物館セラピーによる生理的・心理的評価法の研究
②フレイル予防に役立つ博物館利用方策の研究

その他の研究テーマ

●（地元住民）
　特産品と郷土料理だけじゃ
飽きられるよね。

①博物館を起点にした道の駅に
すると、新たなビジネスが生ま
れる。
②新たな雇用の場の創出。

①全国各地のおもてなし施設を
一挙掲載。
②QRコードで具体的な内容に
アクセス可能。

●（観光客）
　観光して、食べて、買えて、
学べるオールインワンの施
設がないかな？

地域共創学部
地域づくり学科

教授

緒方 泉

博物館学、地産地消、健康福祉

道の駅にある博物館
マップの完成

●全国の道の駅に、170箇所以上の歴史館、美術館、水族館。
●日本語版、英語版があり、インバウンド観光に必携。

Point

日本語版

英語版

Keyword

高度経済成長期に都市の郊外を中心として造成された多く
のニュータウンにおいて、人口減少や住民の高齢化と、それに
伴うコミュニティの崩壊が問題となっている。
ニュータウン形成当時から居住し、コミュニティの形成に携わ

り、そこに居付いてきた人たちは、これまでどのようなニュータウ

ン生活を経験し、どのような思いをもって居続けてきたのか。
資料の収集や住民へのインタビューを行い、地域のこれまで

の歩みを記念誌にまとめる。それを住民たちに還元することで、
彼らがそれをどう評価し活用することができるのかについて、
研究を行っている。

ニュータウンの歴史と人々の居住経験：
地域の歴史を活用した地域再生

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

高齢者の就業における「希望」についての研究その他の研究テーマ

●（住民組織）
　コミュニティ運営や行事の担
い手がいなくなってきた。

住民の生活史を聞き取り、街の
記憶として次世代につなぐ

収集した地域の歴史を教材とし
て利用

●（教育現場）
　地域のことを子どもたちに学ん
でもらいたい。

地域共創学部
地域づくり学科

准教授

小池 高史

ニュータウン、団地、高齢化

ニュータウンの歴史
●ニュータウンは「歴史のない街」と言われますが、これまでに人々が紡い
できた歴史が生まれています。それを収集し、次世代に伝えていくことでコ
ミュニティの活性化を図る取り組みも行われるようになってきました。

Point

1961（着工は65）－1971に住宅公団が開発
（1966入居開始）

2017.7末人口 11,830（宗像市97,037）
世帯数5,399（高齢化率34.1%）

宗像市の日の里地区

地域の歴史の収集作業
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